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絶対的子宮性不妊症は 500 人に 1 人の割合で発生し、生殖医療における障壁となっている。子

宮移植の成績、すなわち移植子宮生着後の生児出産率は高いのか、米国・ベイラー大学医療セ

ンターの研究者らが、「Dallas Uterus Transplant Study：DUETS試験」の結果を、JAMA 誌オンライ

ン版 2024年 8月 15日号に報告した。 

2016年 9月 14 日～2019年 8月 23 日に、絶対的子宮性不妊症で、卵巣は機能しており体外受

精を受ける意思があり、医学的・心理学的基準を満たした 20～40 歳の女性に子宮移植を行った。

ドナーは、25～65 歳で少なくとも 1 回の正期産の出産経験があり、医学的・心理学的合併症がな

いこととした。主要アウトカムは、子宮移植の有効性（少なくとも 1 回の生児出産を伴う移植子宮生

着）、副次アウトカムは安全性とした。移植を希望した 701 例中、適格基準を満たした 20 例（年齢

中央値 30歳［範囲：20～36］、アジア人 2例、黒人 1例、白人 16例）がレシピエントとして登録され

た。生体ドナー18 例の年齢中央値は 37 歳（範囲：30～56）であった。20 例中 14 例（70％）で子宮

移植が成功し、14例全例が少なくとも 1回、生児出産した。6例（死亡ドナー2例中 1例、生体ドナ

ー18例中 5 例）は移植に失敗した。 

子宮移植は技術的に可能であり、移植子宮生着後の生児出産率は高かった。 
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